
雨 よ け ほ う れ ん そ う の マ ン ガ ン 欠 乏 と そ の 対 策

く農試 環 境 部 )

1 .  背景 と ね ら い

雨よけほうれんそうの主産地の一部で斑葉が発生 し、 収程皆億となった農家が】っ

た こ と か ら、 調 査 ・検 討 を お こ な っ た。 そ の 結 果、 こ の 斑 葉 の 発 生 は マ ン ガ ン 欠 乏 に

よ る も の で あ る こ と が 明 ら か と な っ た。 今 後 他 の 産 地 で も 発 生 す る 可 能 性 が あ り、

緊 急 な 対 応 が 必 要 と 考 え ら れ る の で、 得 ら れ た 成 果 を 参 考 に 供 す る。

2 .  技術 の 内 容         !

1 ) ヤほ う れ ん そ う の マ ン ガ ン 欠 乏 症 状 の 特 徴

( 1 ) 葉 脈 問 や 葉 艦 が 淡 く な り斑 葉 と な る。 欠 乏 程 度 が ひ ど い 場 合 t よ、 カ ッ ピ ン グ 症 状

を 呈 し、 葉 全 体 が 黄 化 す る。 マ グ ネ シ ウ ム 欠 乏 に 類 似 す る が、 マ ン ガ ン 欠 乏 の 場 合

は 葉 脈 が 不 鮮 明 と な る こ と か ら 区 別 で き る。

( 2 ) 欠 乏 症 状 は 本 案 3 ～ 4 枚 目 か ら 発 現 し、 軽 症 の 増 合 は 5 葉 以 後 は 不 明 瞭 と な る.

( 3 ) 6 月 下 旬 頃 か ら 9 月 に か け て の 高 温 期 に 発 生 す る 傾 向 が あ る。

( 4 ) 斑 葉 は 葉 面 散 布 を し て も 完 治 し に く い。

2 ) マ ン ガ ン 欠 乏 発 生 の 原 因

( 1 ) 土 堀 母 材 が マ ン ガ ン 欠 乏 の 発 生 し や す い 中 性 火 山 灰 土 壌 で あ り、 土 域 の 置 換 性 マ

ン ガ ン 含 量 が ほ い 傾 向 に あ る。

( 2 ) 各 種 土 壌 養 分 が 過 剰 に 蓄 積 さ れ で ヽヽ る 画 村 で は、 こ れ ら が 何 ら か の か た ち で マ ン

ガ ン の 吸 収 を 抑 制 し た も の と 推 察 さ れ る が、 な お、 検 討 を 要 す る。

3 ) 対 策

( 1 ) 過 去 に 一 度 で も 斑 葉 が 発 生 し た 面 場 で は、 作 付 開 始 時 に く湾 性 マ ン ガ ン を 成 分 で

l k 3 / 1 0 a 施用 し、 さ ら に、 6 月 に は 種 す る も の か ら 毎 作 硫 酸 マ ン ガ ン を 成 分 で 2 k 8

/ 1 0 a 施 用 す る。 2 年 連 用 後 マ ン ガ ン 宮 化 量 を 調 査 し て 以 後 の 対 策 を 考 慮 す る。

( 2 ) 上 壌 診 断 を 随 時 実 施 し て、 過 剰 施 肥 を 避 け る。

3 .  指導 上 の 留 意 点

1 ) マ ン ガ ン 欠 乏 土 壌 は、 気 仙 地 方 の 石 灰 岩 地 帯 や 岩 手 山 周 辺 の 中 性 火 山 灰 土 壌 地 帯 に

分 布 す る が、 他 の 地 域 で あ っ て も 土 埋 p H が過 上 昇 す る と マ ン ガ ン が 不 可 吸 態 化 す る の

で、 ほ う れ ん そ う 産 地 に お い て は 潜 在 的 な 欠 乏 地 帯 が 存 在 す る も の と 考 え ら れ る。 検

診 を 強 化 す る 必 要 が あ る。

2 ) 土 壌 中 の マ ン ガ ン は p H が8 . 5 を越 え る と 急 激 に 不 可 吸 態 化 が 進 む と さ れ て お り、 マ

ン ガ ン 欠 乏 の 原 因 は 一 般 的 に は p ‖の 過 上 昇 が 考 え ら れ る が、 今 回 調 査 し た ハ ウ ス に は

p ‖の 異 常 に 高 い も の は み ら れ な い。 ま た、 生 育 好 通 p H は6 . 5 ～7 , 0 とさ れ て お り、 こ の

こ と か ら み れ ば、 ほ う れ ん そ う は マ ン ガ ン 欠 乏 に は 比 較 的 強 い 作 物 と 考 え ら れ る。

従 つ て、 今 回 の マ ン ガ ン 欠 乏 症 は、 p H や置 換 性 マ ン ガ ン の 分 析 値 の み で t ま原 因 が 特 定

で き な い。 一 方、 カ ル シ ウ ム や リ ン 酸 が マ ン ガ ン の 吸 収 を 抑 制 す る と い う 報 告 が あ り、

今 回 調 査 し た ハ ウ ス は、 塩 基 や リ ン 酸 が 著 し く蓄 積 さ れ て い る こ と か ら、 マ ン ガ ン の

吸 収 が 抑 制 さ れ て い る 可 能 性 も あ る と 考 え ら れ る。 ほ う れ ん そ う は、 連 作 さ れ る た め

土 壌 義 分 が 蓄 積 さ れ や す い が、 マ ン ガ ン 欠 乏 を 防 ぐ た め に は、 過 剰 苦 r R を避 け る よ う

な 肥 培 管 理 が 必 要 で あ る。
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5 。 試 験 成 績

3 ) 硫 酸 マ ン ガ ン 水 溶 液 の 葉 面 散 布 は、 散 布 後 の 展 開 発 は 正 常 と な っ た が、 斑 葉 は 殆 ど

回 4 夏し な か つ た。 ほ う れ ん そ う は 生 百 期 間 が 短 い こ と か ら、 対 策 と し て は マ ン ガ ン 肥

料 の 基 肥 施 用 が 通 当 で あ る。

4 ) マ ン ガ ン 肥 料 は 過 剰 施 用 に な ら な い よ う に 注 意 す る と と も に、 ほ う 素 含 量 の 少 な い

も の を 施 用 す る。 な お、 熔 成 マ ン ガ ン 肥 料、 鉱 さ い マ ン ガ ン 肥 料 は 生 理 的 ア ル カ リ肥

料 な の で 不 通 当 で あ る。
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表 2 ホ ウレンソウ分析成績 (9月 17、 25日 採取、乾物当な り)
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図 1 土 壌の置換性マンガン含量の経時変化

表 1 斑 葉発生ハウスの土壌分析成績i
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